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一般の部

美
浜
町
長
賞

浄
瑠
璃
を
語
り
し
父
と
夢
で
逢
う

　
　
　
　
　

子
供
歌
舞
伎
の
遠
き
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

悦
子　

（兵
庫
県
）

美
浜
町
議
会
議
長
賞

「王
の
舞
」終
え
し
若
者
の
息
乱
れ

　
　
　
　
　

鳳
凰
の
尾
羽
な
お
揺
れ
止
ま
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
部 
芳
子　

（敦
賀
市
）

美
浜
町
教
育
委
員
長
賞

こ
ん
な
に
も
高
き
橋
か
ら
飛
び
込
む
か

　
　
　
　
　

日
向
の
漁
師
の
水
中
綱
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

弘
子　

（若
狭
町
）

美
浜
町
文
化
協
会
長
賞

明
け
や
ら
ぬ
潮
だ
ま
り
に
浮
く
鴎
ら
の

　
　
　
　
　

白
さ
に
眼
よ
う
よ
う
慣
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
邦
子　

（鯖
江
市
）

美
浜
町
教
育
長
賞

久
々
子
湖
と
海
の
境
に
架
か
る
橋

　
　
　
　
　

逆
潮
の
中
魚
の
影
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
谷　

茂　

（美
浜
町
）

美
浜
を
詠
う
実
行
委
員
会
長
賞

寄
り
添
ひ
て
羽
を
休
め
る
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

　
　
　
　
　

久
々
子
湖
畔
に
白
き
マ
シ
ュ
マ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
崎 

康
代　

（小
浜
市
）

　表彰式後には、漫画家の里中満智子氏を招き｢歴史を楽
しむ～万葉集の楽しみ方～｣と題した講演会が開催されま
した。
　里中氏は、｢万葉集は、日本人の文化や感性、男女･身
分に捉われない心等、古来から代々培われてきた考え方
を学べます。難しい首もありますが、昔の人の心情を知
るためにもぜひ一読ください。｣。と集まった多くの観客
にメッセージを送っていました。

早
瀬
浦
こ
ど
も
歌
舞
伎
の
山
車
近
く

　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ
く
も
主
役
と
鯉
の
ぼ
り
舞
う　
　
　

川
﨑 

正
活　

（美
浜
町
）

休
耕
田
ま
っ黄
に
染
め
る
ヒ
マ
ワ
リ
を

　
　
　
　
　
　
　
　

術
後
の
母
に
写
メ
ー
ル
送
る　
　
　
　
　

竹
澤 

里
子　

（高
浜
町
）

彌
美
の
杜
川
の
せ
せ
ら
ぎ
飛
び
交
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　

蛍
の
舞
い
に
子
ら
の
声
湧
く　
　
　
　
　

浅
田
恵
美
子
（美
浜
町
）

波
静
か
五
湖
の
舟
屋
の
磯
船
に

　
　
　
　
　
　
　
　

止
ま
る
白
鳥
入
日
に
染
ま
り  　
　
　

 

尾
上　

明　
　

（兵
庫
県
）

シ
カ
君
も
庭
先
に
い
て
寝
乍
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　

聞
い
て
居
た
の
か
テ
レ
ビ
の
野
球　
　
　

佐
本
和
佐
子
（美
浜
町
）

残
照
の
耀
ふ
湖
に
舟
浮
か
び

　
　
　
　
　
　
　
　

竿
さ
す
人
の
影
絵
の
如
し　
　
　
　

   　

岡
田 

節
子　

（敦
賀
市
）

妻
と
見
る
梅
丈
の
眼
下
一ひ

と
す
じ線

の

　
　
　
　
　
　
　
　

波
を
引
き
連
れ
遊
覧
の
船　
　
　
　
　
　

髙
木 

勝
美　

（美
浜
町
）

息こ

の
脱
毛
治
癒
を
祈
り
し
天
狗
堂

　
　
　
　
　
　
　
　

き
ょ
う
は
御
蔭
と
投
ぐ
る
か
は
ら
け  

垣
見 

邦
夫　

（愛
知
県
）

精
霊
舟
送
る
渚
に
汐
木
焚
き

　
　
　
　
　
　
　
　

海
人
等
唱
え
る
詠
歌
哀
し
く　

   　
　

桂
本 

啓
夫　

（敦
賀
市
）

若
狭
国
越
前
国
を
隔
て
し
は

　
　
　
　
　
　
　
　

幾
重
の
峠
今
穏
や
か
な
り　
　
　
　
　
　

帰
山 

貞
子　

（福
井
市
）

国
吉
の
城
址
を
た
ず
ね

　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ス
モ
ス
の
咲
く
道
一
つ
山
里
に
入
る  

汐
谷 

圭
子　

（敦
賀
市
）

古
地
図
に
国
吉
城
下
に
ぎ
わ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

行
き
交
う
人
の
声
ぞ
聞
こ
ゆ
る　

 　
　

加
藤　

茂　
　

（美
浜
町
）

大
漁
旗
な
び
か
せ
帰
る
と
う
ち
ゃ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　

汗
と
笑
顔
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る　
　
　

  　

金
森
恵
美
子
（美
浜
町
）

三
方
五
湖
夕
陽
に
光
る
そ
の
先
の

　
　
　
　
　
　
　
　

美
浜
を
カ
メ
ラ
で
五
枚
切
り
取
る　
　

宇
井 

恒
彌　

（東
京
都
）

初
恋
の
手
を
取
り
合
った
小
倉
山

　
　
　
　
　
　
　
　

今
は
親
子
の
猿
の
楽
園　
　
　
　
　
　
　
　

片
板 

慶
子　

（美
浜
町
）

佳 作



10広報みはま

昭和57年度から整備を進めてきた

 下水道整備事業が完了しました ■ お問い合わせ先
　町上下水道課 ( 担当 ･ 増田 ) ☎ 32-1341

　
　
　

共
用
水
域
の
水
質
保
全

　
　
　

と
町
民
の
快
適
な
住
環

境
づ
く
り
を
目
的
に
整
備
を
進

め
て
き
た
下
水
道
整
備
事
業
が

3
月
を
も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
特
性

に
合
わ
せ
昭
和
57
年
度
か
ら
約

28
年
を
か
け
整
備
し
て
き
た
も

の
で
、
こ
の
ほ
ど｢

農
業
集
落
排

水
事
業｣
と
し
て
行
っ
て
き
た
新

庄
地
区
を
最
後
に｢

公
共
下
水

道
事
業｣･｢

漁
業
集
落
排
水
事
業｣

･｢

浄
化
槽
整
備
事
業｣
の
4
事
業

全
て
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
各
事
業
の
水
洗
化

率
は
い
ず
れ
も
低
く
、
中
で
も

公
共
下
水
道
区
域
の
水
洗
化
率

は
72･

8
％
と
極
め
て
低
い
状
況

公

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
美
浜
町
の
す
ば
ら
し

い
自
然
環
境
を
次
の
時
代
へ
残

し
て
い
く
た
め
に
も
、
ま
だ
下

水
道
へ
の
接
続
が
お
済
み
で
な

い
方
は
速
や
か
に
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は｢

美

浜
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店｣

で

な
け
れ
ば
工
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
町

上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

老朽化により改築を進めてきた

 町水道管理所が完成しました ■ お問い合わせ先
　町上下水道課 ( 担当 ･ 石丸 ) ☎ 32-1341

　
　
　

設
の
老
朽
化
に
よ
り
、

　
　
　

平
成
20
年
9
月
か
ら
改

築
工
事
を
進
め
て
き
た
町
水
道

管
理
所
が
2
月
26
日
に
完
成
し

ま
し
た
。

　

今
回
完
成
し
た
当
管
理
所

は
、
旧
管
理
所
の
機
能
に
加

え
、
水
道
水
の
濁
り
を
測
定
す

る
濁
度
計
や
、
町
内
の
全
水
道

施
設
と
新
管
理
所
及
び
町
役
場

を
結
ぶ
遠
隔
監
視
装
置
等
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

施

　

こ
の
ほ
か
、
大
雨
や
洪
水
等

に
よ
り
機
器
が
故
障
し
た
場

合
、
そ
の
異
常
箇
所
を
管
理
者

へ
メ
ー
ル
で
通
報
す
る
異
常
通

報
装
置
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
早
期
復
旧
で
き
る
よ
う
に

も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
安
価
で
お

い
し
い
水
が
い
つ
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
水
道
水
の
管
理
徹
底

に
務
め
て
い
き
ま
す
。

D
A
T
A

名　称 美浜町水道管理所

場　所 美浜町南市1‐1

構　造 鉄筋コンクリート
平屋建て(一部地下1階)

床面積 321.21㎡(1階)
66.34㎡(地階)

送水量 5,500㎥／日

※
水
洗
化
率
と
は

　

下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
人
の
人
口

を
、
下
水
道
が
利
用
可
能
な
人
の
人
口

で
割
っ
た
数
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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公共下水道区域の水洗化率の推移

公共下水道を利用されている方の家庭から
出た汚水は、町浄化センター ( 写真上 ) で
滅菌処理され川に放流されます→

↑稼働状況を確認する職員
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悪
質
商
法
に
ご
注
意

福井放送と福井テレビの

 東美浜中継局が｢地デジ化｣されます ■ お問い合わせ先
　町企画政策課 ( 担当 ･ 上野 ) ☎ 32-6701
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井
放
送
と
福
井
テ
レ
ビ

　
　
　

の
東
美
浜
中
継
局
は
、

平
成
23
年
7
月
24
日
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了
後
、
で
き

る
限
り
速
や
か
に
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、｢

太
田｣･｢

坂

尻｣･｢
山
上｣･｢

佐
田｣･｢

北
田｣･

｢

け
や
き
台｣

で
も
従
来
の
ア
ナ

ロ
グ
放
送
と
ほ
ぼ
同
じ
電
波
の

受
信
環
境
と
な
り
、
ワ
ン
セ
グ

放
送
も
視
聴
可
能
と
な
る
見
込

み
で
す
。

　

な
お
、
N
H
K
は
、
平
成
22

年
中
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
予

定
で
す
。

福地デジが受信可能となるエリア

東美浜中継局

美浜･若狭両町で

｢障がい者の就労を支える会｣を設立しました ■ お問い合わせ先
　町健康福祉課 ( 担当 ･ 渡辺 ) ☎ 32-6704

　
　
　

で
は
、
障
害
者
自
立
支

　
　
　

援
法
の
施
行
に
伴
い
、

若
狭
町
と
の
広
域
で
相
談
支
援

体
制
に
関
す
る
協
議
を
行
う
た

め
、
平
成
19
年
12
月
に
若
狭
町･

美
浜
町
地
域
障
害
児(

者)

自
立
支

援
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
障
が

い
者
及
び
障
が
い
児
が
そ
の
有

す
る
能
力
や
適
性
に
応
じ
、
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
例
検
討
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
本
人

ま
た
は
ご
家
族
か
ら
数
多
く
寄

せ
ら
れ
た｢

障
が
い
者
の
就
労
に

お
け
る
課
題
解
決｣

を
具
体
的
に

町

　

テ
レ
ビ
の
調
査
会
社
や
ア
ン

テ
ナ
工
事
業
者
を
装
っ
て
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る

た
め
の
費
用
を
不
正
に
請
求
し

た
り
、
工
事
の
勧
誘
を
行
っ
た

り
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

特
に
東
地
区
は
、
デ
ジ
タ
ル

中
継
局
が
ま
だ
置
局
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、｢

電
波
で
地
デ
ジ
が

映
る
よ
う
に
な
る｣

と
い
っ
た

デ
ジ
タ
ル
化
工
事
を
装
っ
た
詐

欺
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成

22
年
1
月
に｢

障
が
い
者
の
就
労

を
支
え
る
会｣

を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　

本
会
で
は
、
障
が
い
者
の
働

く
場
を
は
じ
め
と
す
る
実
習
先

の
開
拓
や
拡
充
に
努
め
る
と
と

も
に
、就
労
が
安
定
し
て
継
続
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整

え
、誰
も
が
生
き
が
い
を
も
て
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
ご
家
族
で
、
障

が
い
者
の
就
労
に
関
し
て
悩
ん

で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
町
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

↑ ｢ はこべの家 ｣ を視察する委員
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平成22年度の

 国民健康保険税率が変わります ■ お問い合わせ先
　町税務課 ( 担当 ･ 武田奈々 ) ☎ 32-6702

　　　民健康保険事業の財政は、生活習
　　　慣病や高齢化による医療費の増加
に加え、景気後退に伴う所得の減少等か
ら厳しい財政運営となっています。
　本事業では、これまで繰越金等を充て
ることで収支のバランスを保ってきまし
たが、現在は、不況等の影響から収入額
が大きく落ち込み、平成22年度の予算編
成ができない事態となりました。そこで
町では、加入者の皆さんの医療費を確保
するため、やむなく平成22年度からの国
民健康保険税率を改正することとしまし
た。
　加入者の皆さんには、ご負担をおかけ
しますが、今後も安心して医療を受けら
れるように国民健康保険事業の健全な運
営にご理解とご協力をお願いします。
　なお、今回の改正による世帯あたりの
税額については７月に通知します。

国 区　　　分 改正前 改正後

① 医療保険分

所得割(所得に対して) 5.5％ 6.3％

資産割(固定資産税に対して) 27.0％ 35.0％

均等割(一人あたりに対して) 21,000円 24,500円

平等割(一世帯あたりに対して) 23,300円 26,000円

課税限度額 47万円 50万円

② 後期高齢者
　 支援金分

所得割 1.8％ 1.8％

資産割 10.0％ 10.0％

均等割 6,500円 6,500円

平等割 7,000円 7,000円

課税限度額 12万円 13万円

③ 介護保険分

所得割 1.8％ 1.8％

資産割 － －

均等割 8,500円 8,500円

平等割 5,000円 5,000円

課税限度額 10万円 10万円

※①②③をたした額が国民健康保険税額(年額)になります。
※介護保険分は、40歳から64歳までの方が対象となります。
※課税限度額は、改正予定内容を掲載しています。

税額試算 ▼  今回の改正により税額がどの程度上がるのかをモデルケースで説明します。

□  家 族 構 成　70歳の単身世帯
□  収　　　入　年金収入140万円(月収117,000円)
□  固定資産税　なし
□  軽 減 区 分　7割軽減世帯

モデルケース①

モデルケース②

モデルケース③

平成21年度税額 17,200円(年額)⇒

平成22年度税額 19,200円(年額)

2,000円の増額

平成21年度税額 115,400円(年額)⇒

平成22年度税額 129,800円(年額)

14,400円の増額

平成21年度税額 364,400円(年額)⇒

平成22年度税額 402,300円(年額) 

37,900円の増額

□  家 族 構 成　夫(70歳)･妻(65歳)の2人家族
□  収　　　入　年金収入200万円(月収167,000円)
□  固定資産税　35,000円
□  軽 減 区 分　2割軽減世帯

□  家 族 構 成　夫(40歳)･妻(35歳)･
　　　　　　　子3人の5人家族
□  収　　　入　営業収入350万円／営業所得220万円
　　　　　　  (月収292,000円)
□  固定資産税　35,000円
□  軽 減 区 分　なし

□ 国民健康保険税税率表(年額)
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美浜の環境シリーズ ⑳

一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
？ 

地
球
温
暖
化
対
策

｢

エ
コ
プ
ラ
ン
ふ
く
い｣

の
事
業
を
紹
介
し
ま
す

県

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

  (

N
P
O
法
人
エ
コ
プ
ラ
ン
ふ
く
い)

☎
０
７
７
６
‐
30
‐
０
０
９
２

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

://sto
p
o
n
d
an

ka-fu
ku

i.jp
/

　

ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
や
風
車
発
電
等

に
よ
る
手
作
り
工
作
で
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
省
エ
ネ
の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
教
室

　

地
球
温
暖
化
防
止
を
推
進
す
る
た

め
、
県
内
で
１
０
０
人
の
ア
ー
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
が
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
で
の
環
境
学
習
の

講
師
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
に
よ
っ
て
一
部
経
費
が
か
か
る

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、　

講
師
の
派
遣

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
同
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

   

わ
が
家
・
わ
が
社
の
エ
コ
宣
言

   
ア
ー
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
や
省
エ
ネ
方
法

な
ど
の
紙
芝
居
を
行
な
い
ま
す
。

②
環
境
紙
芝
居

③
エ
コ
ラ
イ
フ
診
断

　

希
望
す
る
家
庭
を
訪
問
し
、
家
の
断

熱
効
果
な
ど
を
診
断
し
、
エ
コ
リ
フ
ォ
ー

ム
や
省
エ
ネ
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
な
い
ま
す
。

④
省
エ
ネ
住
宅
診
断

　

地
球
温
暖
化
な
ど
に
関
す
る
講

習
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

⑤
出
前
講
座

　

学
校
や
地
域
等
の
団
体
が
行
な
う
イ

ベ
ン
ト
や
学
習
会
で
の
環
境
学
習
に
、

火
力
発
電
や
風
力
発
電
等
の
実
験
装
置

や
省
エ
ネ
か
る
た
等
の
教
材
を
無
料
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

   

実
験
装
置
な
ど
教
材
の
貸
出
し

↑わが家、わが社のエコ宣言

＜

派
遣
内
容＞

↑二州アースサポーターによるエコ診断（町民文化祭）

18℃

□ 家庭では
● 冷房温度を１度上げる ( ９時間 )･･･ 30 ｇ
● シャワーを１分間短縮する ･･･ 60 ｇ
● レジ袋 1 枚を削減する ･･･ 90 ｇ
● 缶ビール (500ml) を瓶ビールに変える ･･･ 130 ｇ
□ 自動車では
● 走行距離を４㎞減らす ･･･ 930 ｇ
● アイドリングを５分間分止める ･･･ 110 ｇ
● 急加速、急発進を 10 回止める ･･･ 140 ｇ

　
　
　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

　
　
　

タ
ー(

N
P
O
法
人
エ
コ
プ
ラ
ン

ふ
く
い)
で
は
、地
球
温
暖
化
防
止
に
む

け
た
普
及
活
動
や
支
援
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
美
浜
の
環
境
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業
を
紹
介
し

ま
す
。
各
家
庭
や
事
業
所
で
の
CO
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
団
体
・
グ
ル
ー

プ
が
行
な
う
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
会
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2

　

エ
コ
宣
言
と
は
、
所
定
の
登
録
用
紙

に
記
載
さ
れ
た
エ
コ
活
動
の
内
容
か
ら

積
極
的
に
実
施
す
る
項
目
を
決
め
て
登

録
し
、
実
施
状
況
を
後
日
報
告
す
る
も

の
で
、
家
庭(

わ
が
家)

と
事
業
所(

わ

が
社)

の
部
が
あ
り
ま
す
。
登
録
さ
れ

た
事
業
所
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

美
浜
町
で
は
、
2
月
末
現
在
で

９
２
３
件
と
58
事
業
所
が
既
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
登
録
用
紙
は
町
住
民
安

全
課
に
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
登
録
が
で
き

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
簡
単
に
で
き
る
身
近
な
CO

削
減
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

2

　

家
庭
で
消
費
し
た
1
か
月
分
の
光
熱

費
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
分
析
し
、
CO

排
出
量
の
算
出
と
省
エ
ネ
対
策
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
な
い
ま
す
。

2

　日本では国民１人あたりが毎日７kg の CO を排出していると
いわれています。生活を少しかえるだけで大きな削減効果につな
がります。

2

少しの気配りで減らせる CO（主な行動による CO 削減量）2 2
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、2月18日から3月15日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
21
年
7
月
23
日
～
）

　

第
24
回
定
期
検
査
中

（
平
成
21
年
12
月
13
日
～
4
月
中
旬
）

・
3
月
19
日
原
子
炉
起
動
予
定

・
3
月
22
日
調
整
運
転
開
始
予
定

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
21
年
12
月
18
日
～
）

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構(

以
下
、

原
子
力
機
構)

は
、
去
る
2
月
23
日
、
福

井
県
と
敦
賀
市
に
対
し
て
安
全
協
定
に
基

づ
く｢

運
転
再
開
協
議
願｣

を
提
出
し
ま
し

た
。

　

県･

市
へ
の
協
議
願
提
出
後
、
原
子
力

機
構
の
岡
崎
理
事
長
は
町
を
訪
れ
、
山
口

町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
が

も
ん
じ
ゅ
運
転
再
開
協
議
願
を
提
出

　

岡
崎
理
事
長
は
、
2
月
10
日
に
、
平
成

7
年
12
月
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
後

に
お
け
る
原
子
力
機
構
の
安
全
性
総
点
検

で
の
指
摘
に
対
す
る
改
善
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
国
の
原
子
力
安
全･

保
安
院
か

ら｢

原
子
力
機
構
は
、
も
ん
じ
ゅ
の
試
運

転
再
開
に
あ
た
っ
て
安
全
確
保
を
十
分
に

行
い
う
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。｣

と
の

評
価
を
受
け(

広
報
3
月
号
参
照)

、
そ
の

後
同
22
日
に
は
原
子
力
安
全
委
員
会
か
ら

も
原
子
力
安
全･

保
安
院
の
原
子
力
機
構

↑山口町長に運転再開の報告をする岡崎理事長(写真左から2人目)

年 月 日 主　な　経　緯
平成  7年 12月  8日 2次主冷却系ナトリウム漏えい事故
平成  8年 10月11日 科学技術庁｢もんじゅ安全性総点検チーム｣を設置

平成10年
  3月30日 同上チーム｢もんじゅ安全性総点検結果｣報告
10月  1日 ｢核燃料サイクル開発機構｣発足

平成13年

6月  5日 県・敦賀市｢ナトリウム漏えい対策等の工事計画｣事前了承

6月18日 原子力安全・保安院が｢安全性総点検での指摘への対処と報告
｣を指示

7月19日 県｢もんじゅ安全性調査検討専門委員会｣設置
7月27日 安全性総点検に係る報告(第1回)

平成14年 6月19日 安全性総点検に係る報告(第2回)
平成15年 11月14日 もんじゅ安全性調査検討専門委員会が｢最終報告書｣を知事に提出

平成17年
2月  7日 県・敦賀市｢ナトリウム漏えい対策等工事計画｣を事前了解
9月  1日 もんじゅ改造工事本格着工(本体工事開始)
10月  1日 独立行政法人 日本原子力研究開発機構発足

平成18年
10月  5日 安全性総点検に係る報告(第3回)
12月18日 もんじゅ工事確認試験開始

平成19年

  5月23日 もんじゅ改造本体工事終了
  8月30日 もんじゅ工事確認試験終了(改造工事終了)
  8月31日 もんじゅプラント確認試験開始
10月12日 安全性総点検に係る報告(第4回)

平成20年
  3月31日 新指針に基づく耐震安全性評価結果報告書提出
  4月26日 県・敦賀市｢初装荷燃料変更計画｣事前了解

平成21年

  3月31日 新指針に基づく耐震安全性評価結果報告書(追補)提出
  8月12日 もんじゅプラント確認試験終了
  8月13日 もんじゅ性能試験前準備･点検開始
11月  9日 安全性総点検に係る報告(第5回)

平成22年

  1月31日 もんじゅ性能試験前準備･点検終了
  2月10日 原子力安全･保安院｢原子力機構の安全性向上の取組みを評価｣
  2月22日 原子力安全委員会｢原子力安全・保安院の評価を妥当｣と了承
  2月23日 県･敦賀市へ運転再開協議願提出

に
対
す
る
評
価
は
妥
当
で
あ
る
と
の
了
承

が
な
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
も
ん
じ
ゅ
の

耐
震
安
全
性
に
関
し
て
は
、
今
も
国
で
の

慎
重
、
厳
格
な
審
議
が
続
い
て
い
る
が
、

原
子
力
機
構
と
し
て
は
安
全
性
が
確
認
で

き
て
お
り
、
国
の
審
議
に
お
い
て
も
主
要

な
論
点
は
概
ね
取
り
ま
と
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
段
階
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
て｢

運
転

再
開
協
議
願｣

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
、
そ
の
経
緯
や
今
後
の
試
験
計
画
に

つ
い
て
説
明
し
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

山
口
町
長
は
、
も
ん
じ
ゅ
に
対
す
る
国

内
外
の
期
待
も
大
き
い
が
、
安
全･

安
心

が
第
一
で
あ
り
、
今
後
の
慎
重
な
取
り
組

み
と
町
民
に
対
す
る
十
分
な
説
明
や
理
解

活
動
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

□ もんじゅナトリウム漏えい事故後の主な経緯


